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〔巻頭〕 第 45回千葉医学会総会シンポジウム“臨床検査"雑感
本年の千葉医学会総会の講演会ではいくつかの課題が
取り上げられて，それがシンポツウム形式で行なわれた。
私もその一つ，臨床検査という問題で司会をさせていた
だく機会を与えられたので，それについて感じたことを
二，三申し述べて巻頭の言にかえていただきたいと思う。
われわれ臨床医学をやる者にとって疾病の診断に，ま
た治療の上にも最も重要なものはこの諸検査である。こ
の検査法はいずれも基礎医学を基盤としているので，医
学に基礎も臨床も全く一体となってはじめてその成果が
発揮されるものではなかろうかと思う。たとえば感染症
においてその病原体のわかっているものでは何はさてお
いてもその病原体の検出ということが先決問題であるの
で全力を注ぐべきである。そして病原体を検出し得て，
特効的薬剤があるならばそれに対する感受性を検査して
治療することは最も理想的な治療法である。またこの種
の菌検索は繰り返し行なうことによって成功することが
頻々あるのでその心構えが必要である。次に諸生化学的
検査が最近進歩してきて，これらが臨床に応用されるこ
とが多くなってきている。蛋白や酵素に関する化学の進
歩はすばらしいもので，これらの成果が臨床的にも多方
面に応用され，たとえば肝臓病の臨床にはこれらの検査
なしではその診断や経過判定などなし得ない現状であ
る。また消化器癌の早期発見に関しX線診断の重要性に
ついては申すまでもないが，それと同時に胃カメラやファ
イパースコープなど内視鏡的検査もきわめて重要かつそ
の能力を発揮しつつある。ことにこの内視鏡検査に関し
ては諸外国に比べて最もすぐれており国際学会などにお
いても常に賞讃されていることはわが国のほこりとする
ところであろう。またラジオアイソトープを利用しての
諸検査も臨床には欠くべからざるものがある。肝臓，醇
臓，甲状腺などのスキャンニングも診断の助けとなるこ
とが多いが，その読については十分の考慮を払わなけれ
ばならない。次には戦後盛んに行なわれるようになって
きた諸臓器の生検である。これは周知のごとく生体臓器
の一部を採取し，その形態学的検査はもとより，生きた
臓器内の酵素などの状態についてもうかがうことができ
るのできわめて有力な検査法である。これによって今ま
で剖検によってのみ知り得た組織所見以外に新しい所見
を知ることができる。肝臓疾患の診断には現在欠くこと
のできない検査法となっている。この肝生検はわれわれ
内科医でも簡単に実施できるし，これによって肝臓病学
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は画期の進歩をきたしたのである。たとえば体質性黄症
の一つであるヅビンジョンソン症候群における肝細胞内
のリポフスチン様の頼粒(この頼粒についてはまだ不詳
の点があり，これは胆汁色素でもなく，鉄でもなく代謝
物質の一つではないかといわれているが)はこの生検に
よってはっきり証明され診断には欠くべからざるもので
ある。そのほか肝生検によって，肝炎・肝硬変について
の適確な診断もつけうるものである。肝炎についても周
知の通り，ウイルス性肝炎・中毒性肝炎・あるいは慢性
肝炎にしても activechronic hepatitisとか Persistent 
typeなどいろいろと分けられているが，これらは肝生
検にあって組織所見を見てはじめてその診断が確定され
るべきものであるだけに肝生検の重要性が特に感ぜさせ
られる。ただ肝生検実施に際しては常に細心の注意を払
い，一般にいわれている実施禁忌の状態を無視しではな
らない。たとえば出血性素因のある場合・腹水の強い場
合・高熱の場合などはそれである。またこれは前述のX
線診断のところで申し述べることであったが，胆嚢，胆
管造影についても最近ではテレビなど利用して，内科医
でも経皮的の造影もほとんど難なく行なわれるようにな
り非常に便利になってきて，診断・治療に益するところ
が大である。
以上臨床検査法の二，三についての感じたことの一部
を申し述べたが，一般的に申して，ことに化学的検査な
どにおいてその成績を判断する場合，試験の判定には無
私なるべしという原則を忘れないで，自分につごうのよ
いように判断することはさけなければならない。それに
は検査方法や手投の上に自信をもってやるということが
大切であろう。また臨床諸検査をやる場合，しっかりし
た知識を身につけて，勇気と決断をもってやることが必
要であるが，臨床には患者が対象であるということを忘
れではならない。検査の中でも患者に侵襲をあまり与え
ないようなものは別であるが，ある程度患者に対し危険
性の可能性のあるものについては特に慎重でなければな
らない。しかしその際でもその検査が治療に直ちに直結
するものではある程度の思い切った検査も必要である
が，それほど治療に直結しないものでは患者ということ
を忘れてはならない。
以上われわれ臨床にたずさわる者も常に基礎的知識を
もとに研究を重ねその臨床応用にたゆまざる努力をつづ
けるべきであろう。
